
目的
物体に加える力と、物体に生じる加速度が比例することを
確認する。

運動の法則
4.2 エアートラックを用いた速度・加速度の測定2



滑走体

エアートラック（滑走台）

引っ張られる力
定力装置

位置     𝑥

速度 𝑣 =
𝑑𝑥

𝑑𝑡

加速度 𝑎 =
𝑑𝑣

𝑑𝑡

微分

微分

積分

積分

ニュートンの第2法則   𝐹 = 𝑚𝑎

物体を引く力Fが一定なら、加速度の大きさは一
定となる。そこで、距離センサーの測定結果の
微分(傾き)から加速度を求める。



微分値をソフト上で
計算し、速度を
求める。

v-tグラフを作成し、
傾きから加速度を
求める。

滑走体

エアートラック（滑走台）

引っ張られる力
定力装置

距離センサー



(1) 滑走体におもりを載せ，全体の質量を測定する．
(2) 定力装置のワイヤーを滑走体と距離センサーを滑走台に置く．
(3) 定力装置を用いて滑走体を一定の力の大きさで引き，滑走台上で運動
させ，滑走体の位置、速度と時間の関係を測定する．

(4) 時間と速さの関係のグラフから加速度を求める．
(5) 滑走体の質量を変えて，同様の測定を行い，質量と加速度の関係のグ
ラフを作成する。

実験方法



測定結果、解析結果を
書き込む。

データの記録

エクセルで
の解析結果

引張る力の
実測値
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